
きゅうせんろ

圧力計が 14.5 kg/cm' となればよい。このポ γ プはつぎに示す

4 条件を満足すれば合絡とする。すなわち (1) ポンプの僚準

行程数を毎分 30 -40 単行程とし 30 分関連続巡伝をしてジャ

ソプすることな く 平滑に五I!転ができること (2) 巡転速度は毎

分 51ìi行程から 40 単行程まで加滅できること (3) ポ γ プの

吐出口を筏;閉し，水・ノリンダ |勾の IJ:力を 15 kg/cm ' に保つよう

蒸気を !J日滅した場合， ピスト γの上下各単行訟に到す時間が 30

秒以上である こ と (4) 行程の調態はつぎのようにして行う。

すなわち缶圧力 11 - 12 kg/cmヘ 1 分 nrUlí行紅数 20 の状態で，

ピス ト γ行程長さ調整てこの調整ナ ットを力11滅し，てこにl反付

けられた指針により 水 シリンダ行程長さは 255 mm ， 上部下部

のすき聞はそれぞれ 11 mm と す る。 ( 111本線)

き ゅ フせんろ っ ぴ 伊 くがたきかんし 々 9600 形被関車 こ

の形式は 1 D 過熱テ γダ綴1刻車である。大正元年頃はわが国で

はまだ過熱緩閑111に対する経験がなかったので， 大正元年飽和1

式である 1 D テ γ ダ

後開幕 9550 形と ，過

熱式であ る 1 D テ ソ

ダ機関車 9580 J診 と

を同時に製造し，比

較使用の上過熱繊|刻

11王の優秀性を認め，

9580 :/診に一大改良を 1. 9600 形機|見1 11i 

加えて新設計したものが 9600 形である。

9600 形は 9550 JJj , 9580 }J:b と重量iはほぼ等しいが，ポイラ 71

2長力とンリ γ 〆引訴力がし 、ちじるし く~{大と な っ ている。これ

はポイラの火室を従来と異なり ， íM紛上にお くこ とによ っ て広
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火室 と したので，十分の火格子園療を得ることができたからで

ある。このためそれまでのマレ一式 9750 形 ， 9850 形の粘着重

iEにはおよばないが， ポイラ引1&力においてはこれらをしのい

だばかりか，マレー式とは異なり椛造簡単であ り，また成総良好

であったので年々製造され，その同数は 770 両に逮し， 大正 12

{f- D 50JI~が出現するまで貨物列車問および勾配(こうばい)線用

の僚準形として活断1 した。火室を動輪上においたのでポイラ中

心が高くな り，レー ル而上 2，594 mm とな った。これは当時わが

間最大の日さであり ， 記長軌としては枇界でも最高とされていた。

こ のように従来の惨劇車設計 の飢例を破り優秀な後関JI1ができ

たのは， 当時の工作局長島安次郎の創怠によるものであった。

主台わく は 25mm の板で，ばね装置は 3 点支持方式で，第 1

と第 2 illIJ輸は上ばね式，第 3 と 第 4 illIJ輸は下ばね式て'あ る。先

台車はリンク式の復元装置を有し，第 2 および第 4 動輸には横

切Jを許している。炭水JI1は 450 ft' で石炭僚~iX盆 6t ， 水 fJ'/!1

終盤は 1 3 m ' である。

第 2 次大戦中軌附を広めて支郡大陸に供出されたものが相当

同数あり，また際11 t されたものもあり ，現在両数(昭和 31 年度

末)は 469 両である。(高桑五六)

き ゅう そうひんゆそうれ っ し 々 またはれんらくせんしてい

ずひ ょ う 急送品輸送列車または連絡船指定図表 急送

1113貨物を輸送する場合，貨主からその輸送列車またはjlli絡船の

J肯定を行う場合が少なくない。 と くに鮮魚 ・野菜 ・果物等の市湯

|見l係の急送品輸送については，そのほ と んどが輸送列車または

i!Jj絡船の指定が行われている。そこで市場と生産地との結びつ

きを考!ltt して設定されている急送品列車を根幹とし，各地方か

ら全国の主要市場所在駅までの輸送列車または連絡船を定め，

さらに各線区別に分け

て区l表としたものを急

送品輸送列車または連

絡船指定図表という。

貸主から急送品の輸送

列車指定の申込のあっ

た場合， この図表に定

められている紛送列車

または連総紛の指定は，

駅長かぎり で行 うこと

ができるのである。

----"愉送列車および連

絡船指定図表。(菅野太

次)
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し 伊 急送品列車

鮮魚 ・野菜 ・栄物等の

市場関係の生鮮食料品

のような急送を要する

貨物積車を，生産地か

ら着駅まで正確かつ迅

速に紛送するために設

けられた貨物列車であ

り ，貨物列Jlï設定の際

後先に考慮設定してい

る列車である。

;li~送品列車を設定す

る場合には， 生産地の

発l時刻と若市場のセリ

式凶
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